
 

令和８年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 土合小学校 ）     学校番号 ０１６                            【様式】 

学 校 教 育 目 標 たしかな学び・あたたかい心・すこやかな体・ゆたかなかかわり合い        

目 指 す 学 校 像 あいさつと笑顔があふれる、信頼と潤いのある学校        

          

重 点 目 標 

１ 「真の学力」の育成 （認知能力・非認知能力の双方を高め主体的に学び続ける児童を育成する） 
２ 多様な支援の充実（心の居場所が実感できる学校づくりを推進する） 
３ コミュニティ・スクールの推進（家庭・地域と連携し児童のエージェンシーを育成する） 
４ 安心・安全な教育の整備（学校施設の老朽化に伴い、計画的な修繕および予算の適切な執行を行う） 

５ 働き方改革の一層の推進（働きやすさと働きがいが両立する職場づくりを実現する） 

※重点目標は６つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〇令和 7 年度全国学力・学習状況調査（国語・算

数・理科）において、全国平均及び市平均と同

程度の正答率であった。 

〇令和 7 年度学校評価の結果では、学習に関する

すべての項目において、地域・保護者の 9 割以

上が肯定的に評価している。 

〇児童は全体的に落ち着いており、行事や日常の

学習に意欲的に取り組む姿勢が見られる。 

〇ICT 端末の活用場面は増加しているが、教科の

ねらいに即した工夫・改善が必要である。 

・児童の主体的

な学びを実現

する授業改善 

 

 

 

① 校内研修を通して課題を共有し、授業

改善を推進する。 

② ICT 活用の提案授業や相互参観を年間

3 回以上実施する。 

 

〇学びの指標 

・主体 R7 3.41⇒R8 3.5 

・ICT R7 3.26⇒R8 3.4 

 

 

 

 

  

・非認知能力を

育成する特別

活動の実践 

 

 

①異年齢集団活動を通して非認知能力

（人間関係形成力や社会参画力）の育

成を図る。 

〇学校評価アンケート 

・ゆたかなかかわり合い 

R7 96％⇒R8 97％    

2 

〇素直で明るく元気な児童が多く、学校生活に前

向きに取り組む姿が見られる。一方で、不登校

傾向にある児童や、学校生活に不安を抱える児

童も一定数在籍している。 

〇感情コントロールや集団生活に困難を抱える児

童に対して、個に応じた支援方法の充実と、継

続的な対応が必要である。 

〇「Sola るーむ」について、利用状況や支援内容

を踏まえた運用の工夫・改善が必要である。 

 

・個々のニーズ

に合わせた支

援体制の確立 

 

 

 

① 家庭との連携を図り、安心して学校

生活を送れる支援体制を整える。 

② 情報共有を徹底し、SC・SSW・外部機

関と連携した組織的支援体制を強化

する。 

〇心と生活のアンケート 

・確実な実施と要面談児童への対応 

〇学校評価アンケート 

・教育相談 

R7 97％ ⇒R8 98％ 

   

  

・心の居場所づ

くりの強化 

①Solaるーむの活用状況を定期的に振り

返り、運用方法や支援体制の改善を

図る。 

〇教育相談部会で定期的に振り返りを実

施できたか。 

 

   

3 

〇家庭・地域との連携は良好であり、各種行事や

日常の教育活動においても協力体制が築かれて

いる。学校評価アンケートにおいても高い肯定

的評価を得ている。 

〇学校運営協議会における協議内容や提言につい

ては、その意義を踏まえつつ、教育課程や学校

行事、日常の指導場面に具体的に反映させる取

組をさらに推進していく必要がある。 

〇児童が主体的に地域や社会と関わる機会を意図

的に設定しさらなる充実が求められている。 

・ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクール

の一層の充実 

 

 

 

 

①学校運営協議会の協議内容を教育活動

に反映し、家庭・地域との協働の質を

高める。 

②児童の参画や発信を通して、相互理解

と参画意識の向上を図る。 

〇学校評価アンケート 

・家庭・地域と心が通い合う学校 

 R7 97% ⇒R8 98% 

〇ＣＳへの児童参画 1回以上    

  

・PTAや育成会等

との連携 

 

〇地域人材や保護者の参画機会の拡充を

図り、継続的な協力体制の構築を進め

る。 

〇地域や PTA イベントと学校行事の日程

を合わせる    

4 

〇本校の施設については、建設から相当の年数が

経過しており、全体的に老朽化が進行している

が、日常的な安全点検や迅速な対応により、安

全な教育環境の維持に努めている。 

〇施設の経年劣化に伴い、将来を見据えた適切か

つ効率的な修繕及び予算執行の必要性が高まっ

ている。 

〇危険箇所の早期発見と迅速な対応を確実にする

ため、点検結果の共有方法の見直しや、複数の

視点による点検体制の充実など、より組織的に

行う体制の強化が求められる。 

・安全で安心な

教育環境の維

持・向上 

 

 

 

①教職員の安全点検の意識を高め、組織

的な安全管理体制を強化する。 

②危険箇所は速やかに対応し、安全確保

を徹底する。 

〇安全点検の実施状況 

年間を通して確実に実施・確認（実施率

100％） 

〇危険箇所への対応 

発見後、原則当日中に対応または応急措

置を実施（対応率 100％ 

   

  

・計画的な予算

執行 

 

 

①事務職員と連携し、優先順位を明確に

した計画的な施設整備を進める。 

〇計画的な設備整備のための打ち合わせ

月１回以上の実施 

   

5 

〇働き方改革の取組を進めている中で、業務改善

や効率化に対する意識は高まりつつある。 

〇さいたま市立学校「働き方改革マスタープラ

ン」では、教職員が成長を実感すること、信頼

される組織であること、職場の心理的安全性の

確保及び良好な労働環境の整備が示されてお

り、教職員一人ひとりの Well-Being の向上が子

どもの幸せを保障する教育の実現につながると

示されている。それを地域・保護者にも周知を

する必要がある。 

〇働きやすさと働きがいの両立に向け、教職員一

人ひとりの状況に応じたマネジメントが求めら

れる。 

・教職員が安心

して働ける職

場環境の整備 

①教職員の専門性を生かした役割分担と

協働体制を整える。 

②会議の精選と DX 活用により、業務の効

率化を図る。 

〇ストレスチェック集団分析結果 

健康リスク 

支援（R7 80⇒R8 78） 

 

 

 

  
・教職員のキャ

リア形成の促

進 

 

 

 

 
 

①人事評価面談を活用し、キャリアの見通し

を共有し、個々の成長を支援する。 

②研修受講を奨励し、教職員のキャリアアッ

プを図る。 

〇学校評価アンケート 

・学び続ける教師 

R7 100％⇒R8 100％ 
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